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世
界
遺
産
と
は
、
１
９
７
２
年
に
ユ
ネ
ス

コ
総
会
で
制
定
さ
れ
た
「
世
界
の
文
化
遺
産

及
び
自
然
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
条
約
」
に

基
づ
き
、
全
世
界
の
人
々
の
共
有
財
産
と
し

て
国
際
的
に
保
護
・
保
全
し
て
い
く
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
遺
跡
や
建
造
物
、
自

然
な
ど
の
こ
と
で
、次
の
３
つ
に
分
類
さ
れ
、

「
平
泉
」
は
文
化
遺
産
に
該
当
し
ま
す
。

�
�
�
�
�

　

鑑
賞
上
、
学
術
上
、
保
存
上
顕
著
な
普
遍

的
価
値
を
有
す
る
地
形
や
生
物
、
景
色
な
ど

を
含
む
地
域

�
�
�
�
�

　

す
ぐ
れ
た
普
遍
的
価
値
を
も
つ
記
念
工
作

物
、
建
築
物
群
、
遺
跡
（
文
化
的
景
観
含
む
）

�
�
�
�
�

　

文
化
遺
産
と
自
然
遺
産
の
両
方
の
価
値
を

兼
ね
備
え
て
い
る
遺
産

中尊寺金色堂。中尊寺は奥州藤原氏の初代清衡が12世紀始めから四半世紀をかけて造営した寺院。境内
には金色堂、金色堂覆堂、経蔵などのなどの国宝や文化財がある。

世
界
遺
産
と
は

3 �� ������

毛越寺浄土庭園。毛越寺は２代基衡が12世紀中頃に造営した寺院。特別名勝に指定されている「浄土庭
園」と、特別史跡と特別名勝の構成要素である常行堂が含まれる。

　

平
泉
の
文
化
遺
産
は
、
平
成　

年
４
月

13

に
国
内
の
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
に
登
載

さ
れ
て
か
ら
、
今
回
の
世
界
遺
産
委
員
会

で
登
録
が
決
定
す
る
ま
で
、　

年
の
歳
月

10

が
費
や
さ
れ
、
こ
の
間
、
３
年
前
の
登
録

延
期
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
を
振
り
返
り
ま
す
。

�
�
��
�
�
�
��

　

国
内
の
世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
に
登

載
。
資
産
名
称
は
「
平
泉
の
文
化
遺
産
」

�
�
��
�
�
�
��

　

推
薦
資
産
が
決
定
。
推
薦
資
産
は
中
尊

寺
、
毛
越
寺
、
無
量
光
院
跡
、
金
鶏
山
、

柳
之
御
所
跡
、
達
谷
窟
、
白
鳥
舘
遺
跡
、

長
者
ヶ
原
廃
寺
跡
、
骨
寺
村
荘
園
遺
跡
の

９
資
産

�
�
��
���

　

第
１
回
推
薦
書
作
成
委
員
会
が
開
催
。

　

年
６
月
ま
で
に
６
回
開
催
さ
れ
る
。

18
�
�
��
��
�
��

��

　

推
薦
書
を
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
セ
ン
タ

ー
へ
提
出
。
推
薦
名
は
「
平
泉
〜
浄
土
思

想
を
基
調
と
す
る
文
化
的
景
観
」

�
�
��
�
�
�
��

　

イ
コ
モ
ス
（
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
）

に
よ
る
現
地
調
査
が
行
わ
れ
る
。

�
�
��
�
�
�
��

　

イ
コ
モ
ス
が
「
登
録
延
期
」
を
勧
告

�
�
�
�
�

　

第　

回
世
界
遺
産
委
員
会
で
「
登
録

32

延
期
」
の
決
議

�
�
�
�
�

　

推
薦
書
作
成
委
員
会
を
再
開
。　

年
21

　

月
ま
で
に
８
回
開
催
さ
れ
、
世
界
遺

11産
委
員
会
で
の
決
議
の
内
容
な
ど
を
踏

ま
え
、
文
化
的
景
観
の
概
念
を
取
り
下

げ
、
仏
国
土
（
浄
土
）
を
直
接
的
に
表

現
し
た
資
産
を
中
心
に
推
薦
す
る
こ
と

と
し
た
。

�
�
��
�
�
�
��

　

推
薦
書
を
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
セ
ン

タ
ー
へ
提
出
。推
薦
名
は「
平
泉
―
仏
国

土
（
浄
土
）
を
表
す
建
築
・
庭
園
及
び

考
古
学
的
遺
跡
群
―
」と
し
、推
薦
資
産

は
中
尊
寺
、
毛
越
寺
、
観
自
在
王
院
跡

（
毛
越
寺
か
ら
分
離
）、無
量
光
院
跡
、金

鶏
山
、柳
之
御
所
跡
の
６
資
産
と
し
た
。

�
�
�
�
�

　

イ
コ
モ
ス
に
よ
る
現
地
調
査
が
行
わ

れ
る
。

�
�
��
�
�
�
��

　

イ
コ
モ
ス
が
世
界
遺
産
登
録
に
ふ
さ

わ
し
い
と
す
る
「
記
載
」
を
勧
告
。

　

た
だ
し
「
柳
之
御
所
遺
跡
」
に
つ
い

て
、
浄
土
思
想
と
の
直
接
的
な
関
連
性

の
点
か
ら
除
外
す
る
こ
と
が
適
当
と
指

摘
さ
れ
る
。

�
�
�
�
�

　

第　

回
世
界
遺
産
委
員
会
で
世
界
遺

35

産
に
登
録
が
決
定

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
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「
平
泉
―
仏
国
土
（
浄
土
）
を
表
す
建
築
・

庭
園
及
び
考
古
学
的
遺
跡
群
―
」
に
つ
い
て

の
審
議
は
、
現
地
時
間
で
６
月　

日
の
午
後

25

５
時　

分
か
ら
始
ま
り
、
５
時　

分
に
世
界

16

50

遺
産
一
覧
表
に
登
録
さ
れ
る
「
記
載
」
が
決

議
さ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
、
会
議
の
進
行
を
務

め
る
議
長
か
ら
３
月　

日
に
発
生
し
た
東
日

11

本
大
震
災
に
よ
る
影
響
が
な
か
っ
た
こ
と
が

紹
介
さ
れ
審
議
が
ス
タ
ー
ト
。

　

続
い
て
イ
コ
モ
ス
（
国
際
記
念
物
遺
跡
会

議
）
の
委
員
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
で
は
、
イ
コ
モ
ス
の
勧
告
で
指
摘
さ

れ
て
い
た
「
柳
之
御
所
遺
跡
」
が
議
題
に
上

げ
ら
れ
、
委
員
の
中
か
ら
は
構
成
資
産
に
含

め
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
「
浄
土
思
想
と
の

関
連
性
が
薄
く
資
産
か
ら
除
外
す
べ
き
」
と

の
イ
コ
モ
ス
勧
告
が
尊
重
さ
れ
、
除
外
す
る

こ
と
が
適
当
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
資
産
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
委
員
国

の
意
見
に
よ
り
変
更
は
行
わ
れ
ず
「
平
泉
―

仏
国
土
（
浄
土
）
を
表
す
建
築
・
庭
園
及
び

関
連
す
る
考
古
学
的
遺
跡
群
―
」
と
記
載
さ

れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

決
議
で
は
、
登
録
基
準
の
「
基
準
�　

人

類
の
価
値
の
重
要
な
交
流
」
と
「
基
準
�　

顕
著
で
普
遍
的
な
価
値
を
有
す
る
文
化
伝
統

観自在王院跡。基衡の妻が建立した寺院。発掘調査により阿弥陀如来の極楽浄土の表現を意図して「浄
土庭園」が造られていたことが明らかになっている。

審
議
の
内
容

決
議
の
概
要

�����
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

　

待
望
久
し
か
っ
た
朗
報
に
、

長
年
、
登
録
推
進
運
動
を
続
け

て
き
た
一
人
と
し
て
感
無
量
の

気
持
ち
一
入
で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
運
動
は
平
泉
が
活

性
化
さ
れ
る
こ
と
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、　

世
紀
の
日
本
で
辺

12

境
と
言
わ
れ
た
東
北
の
地
に 
燦 さん

 
然 
と
花
開
い
た
仏
教
黄
金
文
化

ぜ
んの

価
値
観
を
、
世
界
遺
産
と
し

て
誇
り
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
実
証
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
を
機
に
、
先
人
の
残

し
た
貴
重
な
文
化
遺
産
を
後
世

に
守
り
伝
え
る
運
動
を
続
け
て

い
き
た
い
。

　

さ
ら
に
地
震
、
津
波
と
震
災

以
来
沈
み
が
ち
な
東
北
に
「
頑

張
ろ
う
東
北
」
の
応
援
歌
に
な

れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

世界遺産推進協議会長
（７区）

5 �� ������

無量光院跡。３代秀衡が12世紀後半に建立した寺院。園池に浮かぶ大小３つの島に翼廊付の仏堂と拝所・
舞台をそれぞれ設けた空間構成は「浄土庭園」の最も発展した形態と考えられる。

や
信
仰
」
に
該
当
す
る
と
し
て
世
界
遺
産
一

覧
表
へ
の
記
載
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

委
員
国
の
修
正
意
見
と
し
て
「
３
年
と
い

う
短
い
期
間
に
イ
コ
モ
ス
と
世
界
遺
産
の
委

員
会
の
勧
告
を
尊
重
し
、
非
常
に
優
れ
た
再

推
薦
を
行
っ
た
」
と
称
賛
す
る
意
見
が
添
え

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
勧
告
事
項
と
し
て
▽
金
鶏
山
と
ほ
か

の
４
つ
の
建
築
・
庭
園
と
の
間
の
眺
望
に
つ

い
て
、
障
害
の
な
い
状
態
を
維
持
す
る
こ
と

▽
主
要
な
道
路
改
修
の
提
案
に
当
た
っ
て

は
、
個
々
の
構
成
資
産
の
周
辺
環
境
の
見
え

方
を
含
め
、
顕
著
な
普
遍
的
価
値
の
属
性
に

対
す
る
影
響
を
計
る
「
遺
産
影
響
評
価
」
を

行
う
こ
と
―
と
勧
告
さ
れ
ま
し
た
。

パリで開催された第35回世界遺産委員会の開会式

　

私
が
生
ま
れ
た
年
の
２
年
後
、

昭
和　

年
か
ら
平
泉
の
発
掘
調

27

査
が
始
ま
っ
た
よ
う
に
聞
い
た
。

　

そ
の
普
遍
的
な
価
値
を
調
査

に
よ
り
示
し
町
民
に
誇
り
を
持

た
せ
て
く
だ
さ
っ
た
藤
島
亥
冶

郎
氏
の
言
葉
を
改
め
て
読
み
返

し
た
。
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
今
、
私
た
ち
町
民
が
こ
れ
か

ら
守
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
、
目
指
す
姿
が
見
え

た
よ
う
に
思
う
。
生
前
、
平
泉

の
史
的
景
観
、
自
然
景
観
の 
変 へん

 
貌 
に
警
鐘
を
鳴
ら
さ
れ
た
言
葉

ぼ
うを

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

　

東
北
を
襲
っ
た
こ
の
度
の
震

災
で
、
全
て
を
な
く
し
た
友
人

は
登
録
を
自
分
の
事
の
よ
う
に

喜
ん
で
く
れ
た
。
平
泉
人
と
し

て
そ
の
心
に
答
え
た
い
と
思
う
。

�����
�

�
�
�
�
�
�

平泉女性の会会長
（11区）
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町
で
は
、
世
界
遺
産
登
録
の
報
告
と
先
人

へ
の
感
謝
、
未
来
へ
の
継
承
と
登
録
を
祝
い

町
民
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

��
�
�
７
月
２
日
（
土
）

��
�
�
平
泉
駅
前
、
無
量
光
院
跡

　

※
荒
天
時
は
文
化
遺
産
セ
ン
タ
ー

��
�

　
�
�
�
無
量
光
院
跡
（　

時
）

18

　
�
�
�
�
駅
前
（　

時　

分
）

18

30

　
�
��
�
�
���
�
��
駅
前（　

時　

分
）

18

50

　
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
�
駅
前
（　

時
）

19

　
�
�
�
�
�
�
�
	
無
量
光
院
跡
（　

時
20

　
　

分
）

20

金鶏山。標高98．6㍍。山頂には経塚が設けられており、浄土思想に基づいた平泉の空間設計の
基準となった信仰の山である。

　

平
泉
の
文
化
遺
産
が
世
界
の

宝
物
と
し
て
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
こ
と
に
改
め
て
感
動
と

誇
り
を
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
世
界
遺
産
は
登

録
が
目
的
で
は
な
く
、
ま
た
新

し
い
文
化
も
作
っ
て
い
く
必
要

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
短
時
間

で
作
り
あ
げ
る
の
は
無
理
で

も
、
若
者
た
ち
が
と
も
に
文
化

遺
産
の
土
地
に
住
ん
で
い
る
、

働
い
て
い
る
こ
と
を
実
感
、
共

感
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
必

要
で
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
行
動

に
協
力
し
参
加
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
９
月
に
水
か
け
神
輿

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
み
ん
な
で

参
加
し
て
平
泉
の
町
を
盛
り
上

げ
ま
し
ょ
う
。

�����
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

平泉総社神輿会副幹事長
（14区）

２
日
に
報
告
会
を
開
催

　

第　

回
世
界
遺
産
委
員
会
の
審
査
に
お
い

35

て
「
平
泉
の
文
化
遺
産
」
が
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
回
平
成　

年
の
世
界
遺
産
委
員
会
で
の

20

登
録
延
期
の
決
議
以
来
、
町
民
を
は
じ
め
多

く
の
方
々
が
待
ち
望
ん
で
い
た
結
果
で
あ
り
、

大
き
な
喜
び
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
ご
報
告
す
る
と
と
も

に
、
国
、
県
は
じ
め
関
係
各
位
・
機
関
に
対

し
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

世
界
遺
産
登
録
は
、
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
ス
タ
ー
ト
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
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今
回
、
平
泉
の
文
化
遺
産
が

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
平
泉

町
民
の
長
年
の
夢
が
叶
い
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
平
泉
は
、
世
界

遺
産
の
ま
ち
と
し
て
世
界
中
か

ら
注
目
さ
れ
、
観
光
客
の
方
々

に
た
く
さ
ん
来
て
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。

　

平
中
生
と
し
て
平
泉
を
訪
れ

る
方
々
に
さ
わ
や
か
な
あ
い
さ

つ
、
そ
し
て
文
化
を
紹
介
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
東
北
か
ら
全
国
へ
そ
し

て
世
界
へ
元
気
を
発
信
し
て
行

け
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

平泉中学校生徒会長

�
�
�
��
�
�
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こ
の
た
び
平
泉
の
文
化
遺
産
が
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
に
つ
き
、
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
、国
・
県
・

町
・
一
関
市
・
奥
州
市
、
応
援
を
頂
い
た

国
内
外
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

平
成　

年
に
日
本
の
世
界
文
化
遺
産

13

暫
定
リ
ス
ト
に
登
載
さ
れ
ま
し
て
よ
り

　

年
が
た
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
に
資
産

10の
厳
選
と
遺
跡
の
発
掘
、
調
査
、
さ
ら

な
る
研
究
が
な
さ
れ
、
世
界
文
化
遺
産

と
し
て
推
薦
さ
れ
た
の
で
す
が
、
３
年

前
に
は
説
明
・
研
究
が
不
十
分
と
し
て

登
録
延
期
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
再

挑
戦
の
結
果
、
今
般
国
内
で　

件
目
、

12

東
北
地
方
で
初
の
世
界
文
化
遺
産
の
指

定
を
受
け
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曾
有
の
事

態
、
そ
し
て
そ
の
復
興
を
願
う
世
界
中

の
人
々
の
注
目
の
中
で
の
登
録
は
、
東

北
に
希
望
の
灯
が
輝
い
た
気
持
ち
で
す
。

　

平
泉
の
文
化
遺
産
は
、
奥
州
藤
原
氏

初
代
清
衡
公
が
み
ち
の
く
の
文
化
の
中

に
中
尊
寺
を
創
建
し
た
こ
と
に
始
ま
る

も
の
で
す
。
特
に
金
色
堂
は
多
く
の

人
々
に
よ
っ
て
８
８
６
年
間
に
渡
っ
て

守
ら
れ
伝
承
さ
れ
て
き
た
世
界
に
誇
る

至
宝
で
す
。
そ
の
文
化
価
値
が
世
界
に

認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
護

持
と
伝
承
を
負
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
泉
の
文
化
遺
産
を
生
み
出

し
た
奥
州
藤
原
氏
の
浄
仏
国
土
と
は
、

即
ち
戦
争
の
な
い
平
和
国
家
・
仏
の
教

え
に
よ
る
文
化
国
家
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
福
祉
国
家
で
す
。
こ
の
尊
い
考
え

と
達
成
の
た
め
に
努
力
さ
れ
た
行
動

は
、
現
代
に
そ
の
ま
ま
必
要
と
さ
れ
る

も
の
で
す
。
私
た
ち
は
平
泉
の
世
界
文

化
遺
産
を
生
み
出
し
た
清
衡
公
の
中
尊

寺
創
建
の
精
神
を
深
く
心
に
刻
み
、
広

く
世
界
に
伝
え
た
い
と
決
意
を
新
た
に

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
世
界
文
化
遺
産
に
相
応
し
い

平
泉
・
中
尊
寺
の
文
化
遺
産
護
持
に
努

め
て
参
り
た
く
、
皆
様
の
御
支
援
を
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

くす玉を割り、世界遺産登録決定を祝う関係者

�
�
�
��
�
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こ
の
た
び
世
界
遺
産
委
員
会
に
お
き

ま
し
て
「
平
泉
の
文
化
遺
産
」
が
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　

世
界
遺
産
登
録
は
平
泉
の
悲
願
で
あ

り
、
心
よ
り
う
れ
し
く
ま
た
光
栄
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。
長
年
に
わ
た
り
ご

尽
力
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
し
た
関
係
者

を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
よ
う
な
栄
誉
を
頂
戴
し
ま

し
た
の
は
、
平
泉
文
化
を
支
え
て
き
た

先
人
の
努
力
の
た
ま
も
の
と
深
く
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
こ
の
貴
重
な
文
化
遺
産
の
護

持
に
努
め
、
平
泉
の
平
和
（
浄
土
）
思

想
と
と
も
に
広
く
世
界
に
顕
彰
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
平
泉
の
世
界
遺
産
登
録
が
、
東

日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
被
災
さ
れ
た
皆

様
の
復
興
へ
の
道
を
拓
く
一
助
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

関
係
者
の
コ
メ
ン
ト

�
役
場
庁
舎
に
掲
げ
ら
れ
た
懸
垂
幕
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が見つかりました。穴の大きさからみて人がまたいで
用を足したというよりは「おまる」で用を足した汚物
を穴に投げ入れて埋め戻した「トイレ状遺構」（汚物廃

　今年の泉屋遺跡は、平泉駅の南約100㍍付近を調査
し、 掘  立 柱

ほっ たてばしら

    建  物 ２棟、溝６条、土坑14基、カマド状遺
たて もの

構３基、柱穴117個が見つかりました。
　一番大きい溝は、幅75～100㌢、深さ26～44㌢の大き
さです。見つかった長さは11.7㍍ほどで、西北西から
東南東方向に延びています。埋土からは「かわらけ」
や常滑などの国産陶器が出土していることから、時期
は12世紀と判断しました。なお溝の西側延長線上には、
町道が位置しており、その脇からは東西方向に延びる
12世紀の道路側溝が見つかっていることから、道路側
溝もしくは区画溝の可能性が考えられます。
　この溝の南側から、いわゆる「トイレ状遺構」（汚物
廃棄穴）が３基見つかりました。大きさは直径70～94
㌢の円形をしており、深さは80㌢前後ありました。こ
の穴は埋め戻されていて、底からは、現在のトイレッ
トペーパーに当たる「ちゅう木」やウリ科の種子など

�������	
��
�

�
泉
屋
遺
跡　

次
調
査
区
全
景（
東
か
ら
）

28

棄穴）と考えられます。
　また道路側溝や塀の近くから「トイレ状遺構」が見
つかる傾向は志羅山遺跡の過去の調査でも確認されて
います。

���
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�

　

生
前
、数
々
の
功
績
を
残
し
、

平
成　

年
４
月　

日
に
逝
去
さ

23

13

れ
た
元
町
議
会
議
員
の
佐
藤
欽

一
さ
ん
（
５
区
）
が
旭
日
単
光

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
昭
和　

年
町
議

31

会
議
員
に
立
候
補
し
て
初
当

選
。
以
来　

年
４
月
ま
で
６
期

55

　

年
在
職
さ
れ
ま
し
た
。

24
　

そ
の
間
、
産
業
建
設
常
任
委

員
長
な
ど
を
歴
任
。
地
方
自
治

の
発
展
と
住
民
自
治
の
向
上
に

尽
力
、
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
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中
尊
寺
通
り
ま
ち
な
み
整
備

検
討
委
員
会
（
小
野
寺
郁
夫
委

員
長
）
に
地
域
の
特
性
を
活
か

し
た
良
好
な
景
観
保
全
の
取
り

組
み
が
認
め
ら
れ
、
県
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

菅
原
町
長
に
受
賞
の
報
告
を

し
た
小
野
寺
委
員
長
は
「
今
回

の
受
賞
は
地
域
の
人
か
ら
理
解

と
協
力
が
あ
り
、
そ
の
代
表
と

し
て
受
け
た
も
の
。
こ
れ
か
ら

の
整
備
に
向
け
一
層
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
て

い
ま
し
た
。

ま
ち
な
み
整
備
検
討
会
に
感
謝
状

【
叙
勲
】地
方
自
治
功
労

　国民健康保険や後期高齢者医療保険に加入
している人で、東日本大震災により次のいず
れかに該当する人は、これまで医療機関など
の窓口で申し出ることで、一部負担金などが
免除されていました。
　７月からは保険者が交付する「免除証明書」
を医療機関に提示することが必要になります
ので、町民福祉課で手続きを行ってください。

�����
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�������町民福祉課　�46-5562
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受賞を報告する（左から）佐藤委員、（菅原町長）、
小野寺委員長、遠藤委員、千葉委員

菅原町長から叙勲の伝達を受けた
ご子息の佐藤光昭さん（左）

9 �� ������

　

防
災
思
想
の
普
及
や
災
害
防
御
対
策
の
実

施
に
お
い
て
他
の
模
範
と
認
め
ら
れ
、
町
消

防
団
が
消
防
庁
長
官
表
彰
（
表
彰
旗
）
を
受

章
し
ま
し
た
。

　

町
消
防
団
は
、
昭
和　

年
４
月
に
平
泉
町

30

消
防
団
と
長
島
村
消
防
団
が
合
併
し
て
発

足
。
常
に
町
防
災
の
最
前
線
に
立
っ
て
、
火

災
や
自
然
災
害
か
ら
地
域
を
守
る
な
ど
、
長

年
に
わ
た
る
消
防
活
動
や
地
域
防
災
へ
の
多

大
な
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
消
防
活
動
に
尽
力
し
、
地
域
消
防
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
前
分
団
長
の
高
橋
悦
夫

さ
ん（
1
区
）が
消
防
功
労
者
と
し
て
消
防
庁

長
官
表
彰（
永
年
勤
続
功
労
章
）を
受
章
し
ま

し
た
。
高
橋
さ
ん
は
、
昭
和　

年
4
月
1
日

46

に
町
消
防
団
員
を
拝
命
以
来
、
平
成　

年
副

16

分
団
長
、
平
成　

年
分
団
長
に
そ
れ
ぞ
れ
昇

19

格
。
消
防
団
幹
部
と
し
て
、
そ
の
成
績
が
優

秀
で
他
の
模
範
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

�������	
����
���

受章を菅原町長に報告する西洞
消防団長（左）と高橋さん（右）
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ふるさと平泉会は総会は、世界遺産登録祝賀ムードで盛会に

平泉観光大使の
金澤美咲さん

　

平
泉
が
、
世
界
文
化
遺
産
登
録
に

決
定
的
と
な
っ
て
い
る
６
月　

日
、

12

第　

回
ふ
る
さ
と
平
泉
会
の
通
常
総

19
会
が
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
、
町
か
ら
菅
原
正
義
町
長
を
は
じ

め
、
５
人
の
来
賓
と
、
ふ
る
さ
と
平

泉
会
の
会
員　

人
な
ど
、
１
０
０
人

90

を
超
え
る
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
冒
頭
、
東
日
本
大
震
災
で
亡

　

そ
れ
か
ら
楽
し
い
懇
親
会
。
千
葉

庄
悦
商
工
会
長
の
乾
杯
の
後
に
、
宮

古
出
身
で
平
泉
町
観
光
大
使
の
歌

手
・
金
澤
美
咲
さ
ん
が
「
平
泉
慕
情
」

な
ど
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
は

世
界
文
化
遺
産
登
録
祝
賀
ム
ー
ド
に

包
ま
れ
、
飲
食
と
談
笑
は
弾
み
、
参

加
者
の
カ
ラ
オ
ケ
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

お
開
き
の
中
締
め
は
中
尊
寺
・
清

水
広
元
執
事
が
務
め
ら
れ
、
来
年
の

再
会
を
約
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

　

６
月
５
日
、
東
京
・
日
暮
里
の
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ウ
ッ
ド
で
平
成　

年
23

度
岩
手
県
人
連
合
会
総
会
が
、
５
０

０
人
余
の
参
加
者
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
、
町
長
代
理
と
し
て
滝

山
秀
樹
副
町
長
が
、
ふ
る
さ
と
平
泉

会
か
ら
は
西
村
会
長
を
は
じ
め
８
人

の
役
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
集
い
は
、
大
震
災
の
支
援

を
主
題
と
し
、瀬
川
爾
朗
会
長
は「
県

人
連
合
会
か
ら
５
０
０
万
円
の
義
援

金
を
県
に
寄
付
す
る
こ
と
を
決
定
し

議
長
も
祝
辞
で「
世
界
文
化
遺
産
は
、

も
う
手
の
届
く
と
こ
ろ
ま
で
き
ま
し

た
」
と
登
録
を
確
信
す
る
あ
い
さ
つ

で
し
た
。

　

事
業
・
収
支
報
告
や
役
員
留
任
の

議
案
は
す
べ
て
原
案
通
り
承
認
。
総

会
の
最
後
に
「
平
泉
町
新
規
就
農
者

支
援
事
業
の
お
知
ら
せ
」
な
ど
町
か

ら
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

く
な
ら
れ
た
１
万
５
千
を
超

す
犠
牲
者
へ
の
黙
祷
を
捧
げ

ま
し
た
。

　

西
村
専
次
会
長
の
あ
い
さ

つ
で
は
「
大
震
災
の
被
災
者

へ
の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。世
界
遺
産
へ
、い
よ
い

よ
登
録
な
る
か
と
喜
ん
で
い

ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

町
長
就
任
後
の
初
出
席
と

な
る
菅
原
町
長
は
、
来
賓
祝

辞
に
立
ち
「
今
回
の
大
震
災

に
よ
る
平
泉
町
の
被
害
状
況

は
軽
微
で
、
文
化
遺
産
関
係

へ
の
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
沿
岸
の
被
災
地
に
は

毎
日
給
水
車
を
送
り
こ
ん
で

支
援
し
ま
し
た
。
世
界
遺
産

登
録
の
た
め
、
今
月
下
旬
パ

リ
の
委
員
会
に
出
席
し
ま

す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
青
木
幸
保
町
議
会

ま
し
た
」
と
報
告
。

　

達
増
拓
也
岩
手
県
知
事
に
義
援
金

目
録
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
来
賓
あ
い

さ
つ
に
立
っ
た
達
増
知
事
は
本
日
の

義
援
金
の
謝
礼
を
述
べ
ら
れ
「
今
後

の
復
旧
・
復
興
計
画
は
今
月
中
に
発

表
し
た
い
」
と
報
告
。
ま
た
平
泉
の

文
化
遺
産
に
つ
い
て
「
パ
リ
で
２
週

間
後
に
世
界
文
化
遺
産
登
録
さ
れ
る

見
通
し
。
岩
手
の
被
災
地
の
復
興
に

波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
る
」
と
称
賛

さ
れ
、大
き
な
拍
手
を
浴
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
宮
古
市
、
釜
石
市
、
久

慈
市
、
大
船
渡
市
の
各
副
市
長
が
大

震
災
の
被
害
状
況
を
説
明
し
、
数
多

く
の
支
援
に
感
謝
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
大
船
渡

出
身
の
演
歌
歌
手
・
新
沼
謙
治
さ
ん

の
歌
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
盛
り
上
が

り
、
懇
親
会
で
は
各
々
の
交
流
を
図

り
会
食
・
会
話
を
楽
し
み
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	
�


���
�
�
�
�500人を超す参加者の岩

手県人の集いの会場

�
�
�
�
�
�
�
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�東日本大震災の影響により、電力の供給が落ち込ん
でいます。今後夏に向けて、さらに悪化することが予
想されています。国では、夏の電力需給対策について、
家庭においても自主的な取り組みにより使用電力を
15％減らすことを掲げています。
　みんなが少しずつ節電の努力をすることが、早期の
復興と安定した電力供給につながります。同時に節電
による二酸化炭素の削減は、地球温暖化防止にもつな
がっていきます。

�����������	
��
�������	
��

���������������������	
��������	
�

チェック
　   節電効果

��������	��
��
����
削減消費電力消費率

　130Ｗ   10％①室温28度を心掛けましょう。

　120Ｗ   10％
②「すだれ」や「よしず」などで窓から日差しを和らげましょう。
　（エアコンの節電になります）

エアコン

　600Ｗ   50％③無理のない範囲でエアコンの使用を控え、扇風機を使用しましょう。

　  25Ｗ　２％
④冷蔵庫の設定を「強」から「中」に変え、扉を開ける時間をできるだけ減らし、食品をつ
めこまないようにしましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　

冷蔵庫

     60Ｗ　２％⑤日中は照明を消して、夜間も照明をできるだけ減らしましょう。　　　　　　　　  　照明

     25Ｗ　２％⑥省エネモードに設定するとともに画面の輝度を下げ、必要な時以外は消しましょう。テレビ

     25Ｗ　２％⑦早朝にタイマー機能で１日分まとめて炊き、冷蔵庫保存しましょう。ジャー炊飯器

     25Ｗ　２％
⑧リモコン付きの機器を操作する場合、リモコンの電源ではなく本体の主電源を切りま
しょう。長期間使わない機器はコンセントからプラグを抜いておきましょう。

待機電力

　　  Ｗ　　％
削減率の合計が１５％を超えるように節電しましょう。
（エアコンの控え過ぎによる熱中症に気をつけて、無理のない範囲で節電しましょう）

�������	
��
�����������	


�����７月19日（火）　19:30～（総会終了後）
　����役場２０１階議室
�テーマは「今日からできる節電対策　マイナス15％！」。
すぐに取り組める節電対策と効果について学習しま
す。どなたでも参加できますので、お気軽にご参加く
ださい。
みんなで15％削減に向けて取り組んでいきましょう。
�������町民福祉課　�46-5562

※節電効果の記載値は、在宅世帯の日中の平均的消費電力 (14時：約1,200W) に対する削減率と削減消費電力の目安です (資源エネル
ギー庁推計 )。また、削減率は全て小数点以下を切り捨てています。

�������	
���
�������	
���


７月５日（火）８：30～17：00／町役場　７月５日（火）８：30～17：00／町役場
������

７月10日（日）19：15～／町役場　７月10日（日）19：15～／町役場

����������	
������������	
��

平泉町内に住所を有する20歳以上の人で、次の条件を　平泉町内に住所を有する20歳以上の人で、次の条件を
満たす人です。（選挙権は、町農業委員会委員選挙人名満たす人です。（選挙権は、町農業委員会委員選挙人名
簿に登録されている人）簿に登録されている人）
①10アール以上の農地の耕作業務を営む人　①10アール以上の農地の耕作業務を営む人
②上記①の同居の親族またはその配偶者で、年間　②上記①の同居の親族またはその配偶者で、年間
おおむね60日以上耕作に従事する人　　おおむね60日以上耕作に従事する人

③10アール以上の農地を耕作する農業生産法人の　③10アール以上の農地を耕作する農業生産法人の
組合人、社員または株主で、年間おおむね60日　　組合人、社員または株主で、年間おおむね60日
以上耕作に従事する人。　　以上耕作に従事する人。

�������	
����
��������	
����
�

�������	
��
��
��
�������	
��
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�������	
��
�

��������	
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�

�

��������	�
��
���������	�
��
�

�������	�������	町選挙管理委員会町選挙管理委員会　��46-557846-5578

����

����������
※投票所入場券をご持参ください。※投票所入場券をご持参ください。

投　票　所　名投票区
第 ２ 区 公 民 館第１
戸河内コミュニティセンター第２
４区ふれあいセンター第３
第 ７ 区 公 民 館第４
佐 野 公 民 館第５
平 泉 町 役 場第６
長部地区交流センター第７
町公民館長島分館第８
　　潤いの郷悠悠第９ コミュニティ
センター

���� ������������ ��������������
��������

������
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　町消防団の水防工法指導会が６月19日、消
防団員や消防関係者120人が参加し北上川右
岸の堤防で行われました。
　法面に出来た亀裂の拡大を防ぐことを想定
し、竹や番線を使って損害を受けた箇所を補
修する「籠止め工法」を一関西消防署平泉分署
員の指導を受けながら作業方法を確認してい
ました。
　団員は大規模な水害など万が一の有事に備
え、署員の説明に耳を傾け水防工法の習得に
取り組みました。

��������	

�������	
��
　今年で３回目となるライスアート田植え
体験が５月29日、長島地区の大区画ほ場で
開催されました。
　参加した町民ら約150人は、あいにくの雨
模様の中、黒稲を使った「絆」の文字と、
黄稲を使った「がんばろう！岩手」の文字
を約１時間かけて田んぼのキャンバスに文
字を描きました。
　作業の後には、“たばこ”のカレーライ
スが振る舞われお腹も満足。描かれた文字
は８月中旬ごろに見ごろを迎えます。

��������	
	��
�
���������	�
��
　「第36回いきいきシルバースポーツ大会」が６月
18日、長島小学校校庭で開催されました。
　町内の60歳以上の方約300人が参加。ボール送り
やゲートボールリレーなど７種目で、元気いっぱ
いの姿を見せました。大会は長部チームが優勝、
平泉北チームが準優勝を果たしました。

�������	
��

�������	
��

　ラジオを聴きながら町内の史跡地などを歩いて
巡る「ＩＢＣラジオ平泉ウォーク」が６月５日、
文化遺産センターを発着点に開催されました。
　約600人の参加者は、４㌔と７㌔のコースに分か
れて無量光院跡や中尊寺、毛越寺などを巡り、奥
州藤原氏時代の平泉に思いをはせていました。
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熱
中
症
は
、
周
り
の
温
度
に
体
が
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
体
温
の
調
節
機
能
や
体

内
の
水
分
・
塩
分
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
発
症

し
ま
す
。

　

症
状
が
重
く
な
る
と
生
命
へ
の
危
険
が
及

ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。特
に
高
齢
者
や
小
児
、

高
温
下
で
の
労
働
や
運
動
時
に
発
症
し
や
す

い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

熱
中
症
は
、
屋
外
に
限
ら
ず
屋
内
の
発
症

も
あ
り
、
特
に
高
齢
者
の
い
る
家
庭
で
は
、

窓
を
開
け
て
風
通
し
を
良
く
し
、
扇
風
機
や

エ
ア
コ
ン
を
利
用
す
る
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
水
分
を
こ
ま
め
に
と
る
よ
う
に
し
て

体
調
の
管
理
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
主
な
症
状
】

　

▽
め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、
筋
肉
の
こ
む

　
　

ら
返
り

　

▽
汗
を
拭
い
て
も
出
て
く
る
、
頭
が
が
ん

　
　

が
ん
す
る

　

▽
吐
き
気
が
す
る
、
吐
く
。
意
識
が
な
く

　
　

な
る

【
予
防
方
法
】

　

▽
炎
天
下
や
非
常
に
暑
い
場
所
な
ど
で
の

　
　

長
時
間
の
作
業
や
ス
ポ
ー
ツ
は
避
け
ま

　
　

し
ょ
う
。

　

▽
外
出
時
は
帽
子
を
か
ぶ
る
。
ま
た
日
傘

　
　

を
さ
す
な
ど
、
直
射
日
光
に
当
た
ら
な

　
　

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

▽
こ
ま
め
に
水
分
（
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク

　
　

な
ど
）
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
（
汗
を
か

　
　

い
た
ら
塩
分
補
給
も
）

　

▽
体
調
が
悪
い
と
き
は
無
理
を
し
な
い
よ

　
　

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
こ
ん
な
日
は
特
に
注
意
】

　

▽
気
温
が
高
い
日

　

▽
風
が
弱
い
日

　

▽
湿
度
が
高
い
日

　

▽
急
に
暑
く
な
っ
た
日

【
熱
中
症
に
な
っ
た
と
き
に
は
】

図
を
参
考
に
早
め
の
対
応
を
し
ま
し
ょ
う
。

�脱衣と冷却

�涼しい場所への避難

水分を自分で
摂取できるか

�水分・塩分の補給

�症状が改善しない場合

�脱衣と冷却

�涼しい場所への避難

有

�����

�������

�����

�������

�������

������

������

�������	
��
�

�������	
���

熱中症を疑う症状とは…
　�めまい、失神
　�大量の発汗
　�頭痛、気分の不快、吐き気
　�高体温―など

熱中症を疑う
症状の有無

意識の確認

救急車を要請

�医療機関へ搬送

�������	
��
�������	
��
��

���

�������

�������	
�
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　このコーナーでは、町の健康診査で「むし歯
のない３歳児」として表彰されたお子さんを紹
介します。付き添いの保護者の方には、むし歯
ゼロへの取り組みを教えてもらいました。

�������    ちゃん

あさり みゆ

「毎日仕上げ磨きを頑
張っています」

�������     ちゃん

おいかわ しのみ

「仕上げ磨きを頑張って
います」

�������    く
ん

わたなべ れお

「ジュースは飲まず、甘い
物をあげないように気を
付けています」

�������    く
ん

こまつしろ あゆむ

「夜は毎日仕上げ磨きを
し、家にはジュースを置
かないようにしています」

�������     く
ん

たかはし こうたろう

「夜は必ず仕上げ磨きを
し、朝も出来るだけ仕上
げ磨きをしています」

　�������	
��
������
���
�������	
��
������������

�������	
��
������

����������	
��
���

　５月20日から平成24年３月31日までの間、麻しん
風しんの定期予防接種の対象者に高校２年生相当の
年齢を追加しました。（学校教育の一環として海外へ
修学旅行や研修に行く場合に限ります。海外旅行な
どがない場合は、高校３年生に相当する年齢の時に
接種します）

��������	
��
�

　平成17年度から21年度にかけての日本脳炎の予防
接種の積極的勧奨の差し控えにより接種を受ける機
会を逃した人（平成７年６月１日から19年４月１日
までの間に生まれた人）に対する日本脳炎の定期予
防接種について、対象者が４歳以上20歳未満の人と
なりました。
��������	
��
�

　　東日本大震災の発生によりやむを得ないと認め
られる場合、定期予防接種の対象年齢を過ぎてし
まった人について、平成23年８月31日までの間は定
期の予防接種の対象者になります。
�������保健センター　�46-5571

�������	
��
�

�

６
月
７
日
の
「
の
び
の
び
広
場
」
は

志
羅
山
児
童
館
で
歯
磨
き
指
導
を
行
い

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
遊
具
な
ど
で

遊
ん
だ
後
、み
ん
な
で
お
や
つ
を
食
べ
、

自
分
で
歯
磨
き
。
そ
の
後
、
お
家
の
人

が
仕
上
げ
磨
き
を
し
て
か
ら
歯
科
衛
生

士
の
千
葉
裕
子
さ
ん
が
一
人
ひ
と
り
に

歯
磨
き
指
導
を
し
ま
し
た
。

　

ご
家
庭
で
も
次
の
点
に
注
意
し
て
、

�
�
�
�
�
�
５
〜
６
歳
に
出
て
く
る

　
　

の
で
、
そ
の
前
に
虫
歯
に
な
ら
な

　
　

い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


ス
キ

　
　

ン
シ
ッ
プ
に
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



　
　
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�

毎
週
月
〜
金
曜
日

　
　
�
�
�
�
�
�
毎
週
水
曜
日

�
�
�
�
�
�
�
　
　

５
日
（
火
）

�
�
�
�
�
�
�
�
　

８
日（
金
）　
　

�
�
�
�
�
�
�
　
　
　

日
（
火
）

12

�
�
�
�
�
�
　
　
　
　

日
（
水
）

13

�
�
�
�
�
�
�
�
　
　

日
（
火
）

19

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	�
　

日
（
木
）

21

�
�
�
�
�
�
　
　
　
　

日
（
火
）

26

�
�
�
�
�
�
�
　
　
　

日
（
水
）

27

�
�
�
�
�
�
�
�

　
　
　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
平
泉

　
　
　

保
育
所
内
）�
　

―
２
７
６
７

46

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

歯
の
健
康
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
歯
磨
き
後
に
食
べ
る
と
、

　
　

虫
歯
菌
の
数
を
減
ら
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
卒
業
時
期

　
　

ま
で
に
コ
ッ
プ
で
早
め
に
飲
め
る

　
　

よ
う
に
練
習
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
	
歯
列
が
悪
く
な
り

　
　

口
を
閉
じ
な
く
な
り
ま
す
。

歯科衛生士による歯磨き指導

���������

���������������	
��
���������

���������������	
����������	
��
���������������
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平
成　

年
度
第
６
回
一
関

23

地
方
中
学
校
総
合
体
育
大
会

が
６
月　

〜　

日
、
一
関
地

18

20

方
の
各
会
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
町
の
平
泉
中
か
ら
は　
11

の
部
が
出
場
し
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
部
の
準
優
勝
を
は
じ

め
、
３
つ
の
部
が
県
大
会
の

切
符
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、
予

選
リ
ー
グ
２
試
合
に
全
勝
し

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進

出
。
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま

で
が
試
合
に
出
場
し
、
総
力
戦
で
決

勝
ま
で
勝
ち
上
が
り
ま
し
た
。
決
勝

で
は
一
関
東
中
と
対
戦
。
１－

１
で

迎
え
た
最
終
セ
ッ
ト
も
一
進
一
退
の

好
ゲ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
は

力
及
ば
ず
涙
を
の
み
ま
し
た
が
、
全

力
を
出
し
切
っ
た
素
晴
ら
し
い
試
合

で
し
た
。

　

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に

と
っ
て
は
、
長
い
部
の
歴
史
に
ピ
リ

オ
ド
を
打
つ
大
会
。
そ
れ
だ
け
に
９

人
の
３
年
生
に
と
っ
て
、
大
会
へ
の

思
い
は
ほ
か
の
部
と
は
違
っ
た
も
の

が
あ
り
「
有
終
の
美
を
飾
る
べ
く
、

県
大
会
で
ひ
と
暴
れ
し
よ
う
」
と
意

気
込
ん
で
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
・
２
回
戦
を
勝

ち
上
が
り
ま
し
た
が
、
準
決
勝
で
中

里
中
に
敗
退
。
敗
者
復
活
・
代
表
決

定
戦
で
は
大
原
中
と
対
戦
し
、　

－53

　

で
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。
県
大

56会
に
は
３
点
の
差
で
手
が
届
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
１
回
戦
か
ら
代
表
決

定
戦
ま
で
の
４
試
合
と
も
全
員
で
よ

く
コ
ー
ト
を
駆
け
、
必
死
に
ゴ
ー
ル

を
目
指
し
た
姿
が
心
に
残
る
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
昨
年
の
新
人
戦
で
は
、
１
つ

も
勝
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
男
女

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

平
泉
中
野
球
部
で
は
６
月　
12

日
、
平
泉
中
校
庭
で
陸
前
高
田
市

の
米
崎
中
野
球
部
と
練
習
試
合
を

行
い
ま
し
た
。

　

米
崎
中
学
校
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
仮
設
住
宅
が
建
ち
練
習
場
所
の

確
保
が
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で
す

が
、
米
崎
中
の
生
徒
た
ち
は
の
び

の
び
と
し
た
プ
レ
ー
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
試
合
後
は
、
平
泉
中

野
球
部
の
父
母
会
が
用
意
し
た
炊

き
出
し
が
振
る
舞
わ
れ
、
青
空
の

下
、
生
徒
父
母
と
も
に
昼
食
交
流

会
で
親
交
を
深
め
ま
し
た
。

　

意
気
投
合
し
た
両
校
の
生
徒
た

ち
は
「
県
大
会
で
会
お
う
！
」
と

絆
を
深
め
、
お
互
い
の
健
闘
を

誓
っ
て
い
ま
し
た
。

�
�
��
�
�
��
�
�

�
ボ
ー
ル
に
集
中
す
る
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
の
選
手
た
ち

�
�
���
�
�
�
	


�

�
�
�
�

親交を深めた平泉中・米崎中の両校選手たち

卓
球
部
は
、
男
女
と
も
団
体
戦
２
勝

と
成
長
を
み
せ
た
大
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

な
お
県
大
会
は
、
７
月　

〜　

日

16

18

ま
で
の
３
日
間
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は

北
上
総
合
体
育
館
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

は
北
上
市
営
和
賀
川
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
一
関
市

内
の
中
学
校
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

す
。各
部
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

主
な
大
会
結
果
は
次
の
通
り
で

す
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部　
　
　

準
優
勝

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部　
　
　

第
３
位

　

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部       
第
３
位

　
　
（
以
上
県
大
会
出
場
）

　

柔
道
部
【
個
人
男
子　

㌔
級
】

73

　
　
　
　

加
藤
颯
汰
さ
ん　

第
３
位
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上手に描けたかな？

１
・
２
年
生
が
毛
越
寺
あ
や
め

祭
り
に
で
か
け
、
色
鮮
や
か
な

あ
や
め
の
花
を
一
生
懸
命
描
い

て
い
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
、
私

た
ち
の
郷
土
平
泉
を
知
る
よ
い

が
地
域
に
響
き
ま
す
」「
朝
は
６

時
に
は
起
き
ま
す
」「
歩
い
て
登

校
さ
せ
て
い
ま
す
」「
手
伝
い
を

決
め
て
い
ま
す
」
な
ど
お
互
い

に
、長
島
の
子
ど
も
た
ち
の「
よ

さ
」
を
た
く
さ
ん
知
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　　

６
月　

日
、
５
・
６
年
生
は

10

中
尊
寺
で
写
生
会
を
行
い
ま
し

た
。
先
日「
わ
く
わ
く
平
泉
学
」

で
平
泉
文
化
の
よ
さ
を
知
る
と

と
も
に
、
世
界
遺
産
登
録
を
応

援
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
張
り

切
っ
て
い
ま
し
た
。

　

写
生
を
し
な
が
ら
建
物
や
石

塔
な
ど
を
じ
っ
く
り
と
見
た
子

ど
も
た
ち
。
緻
密
な
木
の
組
み

方
や
施
さ
れ
た
彫
刻
の
見
事
さ

に
改
め
て
歴
史
の
重
み
を
感
じ

た
様
子
で
し
た
。　

日
に
は
、

23

　

初
め
て
お
弁
当
を
作
っ
た

生
徒
は
「
私
の
い
つ
も
食
べ

て
い
る
食
事
は
バ
ラ
ン
ス
が

悪
く
カ
ロ
リ
ー
が
高
い
も
の

が
多
く
、
骨
粗
し
ょ
う
症
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
と
意
識

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
日
作
っ
た
料
理
は
、
今
ま

で
食
べ
た
こ
と
が
な
い
も
の

が
多
く
、
味
や
栄
養
な
ど
が

　
「
思
春
期
の
こ
ろ
か
ら
骨

粗
し
ょ
う
症
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
」
と
６
月
９
日
と　
10

日
の
２
回
「
カ
ル
シ
ウ
ム

ア
ッ
プ
お
弁
当
づ
く
り
教

室
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
町
保
健
セ
ン

タ
ー
と
平
泉
町
学
校
保
健
会

の
お
世
話
を
い
た
だ
き
、
平

成　

年
か
ら　

年
間
続
い
て

10

14

い
る
も
の
で
す
。
今
回
は
の

べ　

人
の
食
生
活
改
善
推
進

20
協
議
会
の
方
々
の
指
導
の

下
、
２
年
生　

人
が
お
弁
当

68

作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

  
「
カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り

弁
当
」の
メ
ニ
ュ
ー
は「
し
そ

ご
飯
、
さ
さ
み
の
チ
ー
ズ
ピ

カ
タ
、ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、ほ
う

れ
ん
草
の
ご
ま
和
え
」で
す
。

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た　

日
か
ら　

日
に
か

13

17

け
、
８
地
区
す
べ
て
で
地
区
懇

談
会
を
行
い
ま
し
た
。
懇
談
会

へ
の
参
加
者
は
、
保
護
者
・
区

長
・
民
生
委
員
そ
し
て
教
職
員

と
な
り
ま
す
。
ど
の
地
区
も
、

世
帯
以
上
の
出
席
人
数
で
わ
が

家
の
子
育
て
話
に
花
が
咲
き
ま

し
た
。「
元
気
の
い
い
あ
い
さ
つ

　

さ
さ
み
の
チ
ー
ズ
ピ
カ
タ

は
、さ
さ
み
を
薄
く
切
っ
て
、

包
丁
で
た
た
い
て
筋
を
と

り
、
さ
ら
に
薄
く
す
る
の
に

か
な
り
苦
戦
し
て
い
ま
し
た

が
、
手
を
か
け
た
だ
け
、
お

い
し
い
料
理
が
で
き
、
感
激

し
て
い
ま
し
た
。

気
に
な
っ
た
り
、
と
て
も
楽

し
く
作
れ
ま
し
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

教
育
実
習
に
き
て
い
た
佐

藤
桂
さ
ん
も
「
私
の
中
学
時

代
に
は
調
理
実
習
が
な
か
っ

た
の
で
、
み
ん
な
が
協
力
し

て
楽
し
そ
う
だ
っ
た
し
、
と

て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
」

と
満
面
の
笑
顔
で
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

みんなで楽しく弁当づくり

取材を受ける子どもたち

　

５
月
中
旬
か
ら
の
学
校
の
様

子
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�
�
�
�
　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、

元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た
ち

の
声
が
グ
ラ
ン
ド
に
響
き
渡
り

ま
し
た
。
低
学
年
の
「
ヘ
ビ
ー

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
合
わ
せ

た
か
わ
い
い
演
技
や
、
被
災
地

復
興
へ
の
願
い
を
込
め
た
高
学

年
の
組
体
操
が
大
好
評
で
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	


　

地
元

「
平
泉
」
を
テ
ー
マ
に
、
ど
の
学

年
も
精
力
的
に
学
習
を
進
め
て

い
ま
す
。
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ

ー
を
お
招
き
し
て
、
平
泉
の
お

祭
り
に
つ
い
て
お
話
を
聴
い
た

り
、
町
内
の
様
々
な
施
設
に
訪

問
し
て
お
仕
事
の
内
容
や
思
い

に
つ
い
て
リ
サ
ー
チ
し
た
り
す

る
体
験
学
習
が
毎
週
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	



破
し
、
７
月　

日
の
県
大
会
へ

24

の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
　

平
泉
の
世

界
遺
産
登
録
に
向
け
て
、
マ
ス

コ
ミ
か
ら
の
取
材
申
し
込
み
が

舞
い
込
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
総
合
学
習
で

培
っ
た
力
を
生
か
し
？
突
然
の

�
�
�
�
�
　

５
・

６
年
生
の
有
志
で
、

運
動
会
の
活
動
と
並

行
し
て
練
習
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

努
力
の
甲
斐
あ
り
２

人
が
標
準
記
録
を
突

取
材
に
も
て
き
ぱ

き
と
対
応
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
確
か
な
成
長

を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
一
カ
月
で

し
た
。
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パソコンキッズスクールの様子

平泉の歴史を勉強
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�

�
　

月
ま
で
全
７
回
の
日
程
で
開
か
れ
る

12
青
少
年
事
業
「
わ
ん
ぱ
く
塾
」（
塾
生
・
町

内
小
学
４
〜
６
年
生　

人
）
が
６
月
か
ら

66

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

第
1
回
活
動
は
６
月　

日
、
塾
生　

人

18

47

が
参
加
し
、
町
公
民
館
で
「
サ
ツ
マ
イ
モ

植
え
」
平
泉
文
化
遺
産
セ
ン
タ
ー
へ
移
動

し
「
簡
単
歴
史
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。�
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��
�
�
７
月　

日
（
金
）

29

��
�
�
　

時　

分
〜　

時

13

30

15

��
�
�
町
公
民
館
学
級
室

��
�
�
講
演�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
っ

　
　
　
　
　
　
　

て
な
ん
だ
ろ
う
？
」

��
�
�
一
般
町
民

��
�
�
仙
台
市
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　

松
田　

正
徳
さ
ん

��
�
�
先
着　

人　
�
�
�
�
無
料

20

　
「
サ
ツ
マ
イ

モ
植
え
」で
は
、

約　

本
の
苗
を

40
み
ん
な
で
協
力

し
な
が
ら
、
す

べ
て
植
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。　
　
　
　

　
「
簡
単
歴
史

教
室
」
で
は
、

難
問
に
戸
惑
い

を
見
せ
つ
つ
も

な
ん
と
か
み
な

回
答
で
き
た
よ

う
で
す
。

　
「
サ
ツ
マ
イ

モ
」
は
秋
に
収

穫
し
て
お
い
し

い
料
理
を
作
る

予
定
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	
�

�

町
公
民
館
主
催
の
高
齢
者
学
級
「
東
夷

大
学
」（
平
泉
地
区
）
が
５
月　

日
、
平
泉

24

文
化
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
、
ま
た
「
束
稲
大

学
」（
長
島
地
区
）
が
５
月　

日
、
町
公
民

26

館
長
島
分
館
（
長
島
公
民
館
）
で
そ
れ
ぞ

れ
開
催
さ
れ
、
合
わ
せ
て
１
５
７
人
の
方

が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
岩
手
河
川
国
道
事
務
所
一
関

出
張
所
高
橋
良
忠
所
長
を
招
き
「
気
象
災

害
と
一
関
・
平
泉
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
球

規
模
で
の
異
常
気
象
、
地
震
災
害
、
北
上

川
と
治
水
に
つ
い
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
身
近
な
テ
ー
マ
な
だ
け
に
受
講

生
は
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。
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�
	


�
�


�
�
�

�
�
�

��
�
�
７
月　

日
（
金
）

29

��
�
�
　

時　

分
〜　

時

18

30

20

��
�
�
木
工
芸
館
「
遊
鵬
」
駐
車
場

��
�
�
夏
の
星
座
の
観
察

��
�
�
一
般
町
民

��
�
�
平
泉
文
化
遺
産
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

所
長
補
佐　

及
川　

司

��
�
�
先
着　

人
20

�
�
�
�
無
料

�
�
�
�
現
地
集
合
・
雨
天
中
止

�
�
�
�

望
遠
鏡
・
双
眼
鏡
は
貸
し
出
し

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��
�
�
７
月　

日
（
木
）、　

日
（
金
）、

28

29

　
　
　
　

８
月
１
日
（
月
）

��
�
�
９
時　

分
〜　

時　

分

30

11

30

��
�
�
町
公
民
館
Ｉ
Ｔ
室

��
�
�
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、
イ
ン

　
　
　
　

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
学
習
、
プ
リ
ン

　
　
　
　

ト
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
う
ち
わ
の
作
成

��
�
�
小
学
３
〜
６
年
生

��
�
…
わ
か
や
ま
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
　
　
　

若
山
浩
子
さ
ん
（
一
関
市
）

��
�
�
先
着　

人
20

�
�
�
�
無
料

�
�
�
�
�
�
�
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大きくなりますように
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▽
「
真
夏
の
方
程
式
」
東
野
圭
吾

／
文
藝
春
秋
▽
「
こ
こ
に
死
体
を
捨

て
な
い
で
く
だ
さ
い
！
」
東
川
篤
哉

／
光
文
社
▽
「
月
の
上
の
観
覧
車
」

荻
原
浩
／
新
潮
社
▽
「
さ
く
さ
く
ぱ

ん
だ
」
／
岩
崎
書
店
▽
「
あ
さ
で

す
！
」
い
も
と
よ
う
こ
／
佼
成
出
版

社
―
ほ
か

�
�
�
�

�������	
��
����


�������	
��
���

　

６
月　

日
、
長
島
小
学
校
の
岩
淵
陽
香

11

さ
ん
（
６
年
）
岩
淵
由
希
子
さ
ん
（
５
年
）

千
葉
清
香
さ
ん
（
５
年
）
の
３
人
が
、
図

書
館
業
務
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

新
シ
ス
テ
ム
で
の
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
・

本
の
配
架
・
館
内
オ
ー
パ
ッ
ク
で
の
本
の

検
索
な
ど
の
仕
事
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

��
�
�
第
１
回　

７
月　

日
（
火
）

26

　
　
　
　

第
２
回　

７
月　

日
（
水
）

27

��
�
�
９
時　

分
〜　

時　

分

30

11

30

��
�
�
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

��
�
�
読
後
の
感
想
を
絵
に
表
す
。

��
�
�
小
学
生
以
上

��
�
�
千
葉
高
代
さ
ん
（　

区
）

11

※　

参
加
費
無
料
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る

人
は
、
７
月　

日
（
金
）
ま
で
に
町
立
図

15

書
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

�������	
��

川上弘美／小学館

　奇妙だけれど、やわらかな幸福を感じ
る恋愛小説全７篇。

�
�
�
�
�
�

�����
�
�
�
�
�
�
	

茅野一郎／小峰書店
　地震はどうしておきるの？地震につ
いて、しらべてみましょう。

�������	


大矢邦宜／里文出版
　平泉文化遺産センター館長の、平泉
の歴史と文化がやさしくわかる著書。

�������	
��

�����

せなけいこ／ポプラ社

　アイルランドの海岸にはアザラシやカ
モメや、ふしぎないきものがいた。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

子
育
て
支
援
サ
ー
ク
ル「
か
み
ふ
う
せ
ん
」

（
年
間
３
回
）、
人
形
劇
グ
ル
ー
プ
「
ど
ん

ぐ
り
」（
年
間
２
回
）
の
御
協
力
と
「
当
館

職
員
と
ゲ
ス
ト
」（
年
間
４
回
）
が
分
担
し

て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
迫
力
満
点

の
大
型
絵
本
を
活
用
す
る
な
ど
、
楽
し
い

工
夫
を
し
た
読
み
聞
か
せ
で
す
。
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
	



　

当
館
で
は
、
毎
月
１
回
（
第
３
土
曜
日

予
定
）　

時
か
ら�
お
は
な
し
会�
を
開

10

催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
会
は
、
お
話
の
会

「
た
ろ
う
ア
ン
ド
は
な
こ
」（
年
間
３
回
）、

「
本
の
返
却

が
こ
ん
な
に

楽
な
の
を
初

め
て
体
感
し

た
」「
作
者
の

名
前
で
本
を

探
す
の
が
楽

し
か
っ
た
」「
き
ち
ん
と
検
索
で
き
て
よ

か
っ
た
」
な
ど
、
図
書
館
へ
の
興
味
を
深

め
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◎
毎
週
月
曜
日

◎　

日
（
金
）　

館
内
整
理
日

29

���

���

千　

葉　

康　

二　

さ
ん（
志
羅
山
）

佐　

瀬　

重　

巳　

さ
ん（
伽
羅
楽
）

読
売
セ
ン
タ
ー
平
泉　
　
（
樋　

渡
）

産
金
遺
産
研
究
会　
　
（
大
船
渡
市
）

高　

井　

睦　

未　

さ
ん（
板
橋
区
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

▽　

日
（
土
）�
�
�
�
�

16

　
　

時
〜
／
図
書
館
児
童
コ
ー
ナ
ー
／

10
か
み
ふ
う
せ
ん
に
よ
る
読
み
聞
か
せ 

▽　

日
（
火
）
第
１
回
感
想
画
教
室

26
▽　

日
（
水
）
第
２
回
感
想
画
教
室

27

�
�
�
�
�
�
�

▽
入
館
者
数
＝
６
０
７
人

▽
図
書
資
料
貸
出
数
＝
１
４
０
５
冊

▽
視
聴
覚
資
料
貸
出
数
＝　

巻
90

▽
リ
ク
エ
ス
ト
数
＝
３
件

▽
予
約
冊
数
＝　

冊
16

▽
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
件
数
＝
３
件

���

����

業務を教わる3人

�������	
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���

�������	
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���

�������	
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���

�������

�������	
��
���

�������	
��
�����

��������	
��
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�

������
�������	
�46-5578(内線218）

�������	
��
�����
���������

�
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
イ
チ
ゴ
さ
ん

�
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
よ
っ
ち
ゃ
ん

�������①登録　

②２年　③20ページ

�������４通で、全員が正

解でした。次の３人に商品券を送

ります。おめでとうございます！

　遠　藤　好　夏さん　（11区）

　小野寺　一　郎さん　（９区）

　菊　地　真　衣さん　（21区）

���①世界遺産に○○決定！　

○○に入る言葉は？　②節電目標

は何㌫？　③今月のどこかに

カタツムリくんが→

隠れています。

　そのページは？

�����はがきに答え、住所、

氏名、年齢を書いて応募してくだ

さい。皆さんからのイラストや意

見、情報なども随時募集していま

す。全問正解者の中から抽選で３

人の方に、500円の平泉町共通商品

券をプレゼントします。

�����７月15日（当日消印有効）

�����

　�������	
��
	����������������
�������	
��
������	��
����
�

�����７月６日（水）、13日（水）、20日（水）、27日（水）
　　　　　８月３日（水）、10日（水）、17日（水）、24日（水）、31日（水）
　　　　　（出発８：00、帰町17：00ごろ）
　　　　　�������	
��
��
�����毛越寺駐車場
�����陸前高田市でのがれきの撤去
�����長袖、長ズボン、帽子、軍手、マスク
�����各日とも20人（定員になり次第締め切ります）
� � ���昼食、飲料水などは各自で準備してください。
　　　　　�事前に町社会福祉協議会でボランティア保険に加入し
　　　　　　ていただきます。（本人負担なし）
�������	
��
町社会福祉協議会福祉活動センター　　
　　　　　　　　　　　　�46-5658

�������	
�

　�������	
��
�������������������
�������	
��
��������������������

�������	
��
��

�����２人（町から県へ推薦する人数）
�����平泉町在住の20歳以上の人で�男女共同参画への取り組みに
　　　　　関心がある人�地域で自主的に活動したいと考えている人�
　　　　　ボランティア活動などを実践している人
�����７月～12月（全５日間　12講座）
�����いわて県民情報交流センター「アイーナ」（盛岡駅西口）
� � ��無料
　　　　　※交通費、テキスト代などは自己負担になりますが、予算の範
　　　　　　囲内で町が助成します。
　　　　　　（自己負担額のおおむね１／２程度）
�����所定の申込書に記入の上、７月11日（月）までに役場総務企画
　　　　　課へ提出してください。
�������総務企画課　�46-5578

�������	
�
�
�������
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町立平泉小学校に勤務

佐々木いずみさん（26歳）
（一関市在住）

　「同僚の先生に教わることが多く、子どもたちと一
緒に日々勉強です」と話すいずみさんは、今年４月
に平泉小学校の教諭として着任しました。２年Ｂ組
26人の子どもたちと楽しく毎日を過ごしています。
　趣味はスポーツ観戦。特にラグビーを見るのが大
好きでスタジアムにも応援に行くそうです。好きな
チームはパナソニックワイルドナイツ。ラグビーシ
ーズンは冬場が中心ですが、選手たちの熱いプレー
を見ていると寒さも忘れて熱中するほどと、今シー
ズンの開幕を心待ちにしています。
　もう一つの趣味はドライブと旅行。那須高原の新
緑と温泉が好きでよく足を運ぶそうです。アルパカ
に会えるどうぶつ王国がお薦めスポットとのこと。
　「まちで見かけたら、気軽に声を掛けてください」
と明るく話してくれました。　
������Ｓ59．11．28�����Ｂ型����いて座

 阿部 楓花    ちゃん

あべ ふうか

�������
かんごし

 吉田 遥奈    ちゃん

よしだ はるな

��������
や

��������
や

 菅原 　光   ちゃん

すがわら ひかり

 千葉 恭平    く
ん

ちば きょうへい

������

��������
や

 藤原 しずくちゃん

ふじわら

���������
はな や

 小野寺 美優    ちゃん

おのでら みう
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������������������������������������
�����������������������������������
����������������������������	
���������
�������������������� �� � � ���������
�����������������

����������	
���
�����������

�����８月11日（木）～16日（火）
　　　　　※勤務予定日は後日連絡します。
�����８：30～17：15
�����中尊寺第１・第２駐車場、毛越寺駐車場のいずれか
�����駐車場内の車両誘導など
�����若干名（先着順）　
　　　　　※申し込みは７月４日（月）から受け付けます。
�����１日5,790円
�������	
��
観光商工課　�46-5572

�������	
��


��������	
��
�
������������

�������	


�������	
�	�
��������������

��������	
��
����

���７月４日（月）　13：30～16：00
���一関市勤労青少年ホーム（一関市田村町）
������������一関保健所保健課　�26-1415

���������	
��


�������	
���
�
���
���	����

�������	
��
�������

�������	
��
���������������

�������	
���
��������������

�������	�
	����	�
������	
�

���������	
��
�����	�������

�������	
��

�������	
��
���������������

�������	
��
������������

�������	
��
���������������

�������

�������県保健福祉部障がい保健福祉課
　　　　　　　�019-629-5447

�������	�


�������	
��
�����
���������

�������	
��
���������������

��������	
��
��

�������	
��
���������������

�������	
��
�����

���原則第２・第４火曜日（11：00～12：00）
※肝炎検査、エイズ検査、骨髄ドナー登録とも同日程で行っ
　ています。日程・時間は事前予約の際にご確認ください。
���一関保健所（一関地区合同庁舎内）
�������	
�一関保健所保健課　�26-1415

�������	
��
�����

�６月20日から東日本大震災による被災者支援と当面の復興
支援のため、東北地方を発着する被災者と原発事故による避
難者、中型車・大型車・特大車の利用について、適用条件に
より無料となります。
����������������	
��
������

�����������	
����
�������
	

�������	�
��などが無料化の適用の条件になり
ます。
　また今回の被災者支援の無料化により、休日特別割引の変
更と無料化社会実験が凍結されます。適用条件や各種割引の
詳細はネクスコ東日本お客さまセンターにお問い合わせくだ
さい。
�������ネクスコ東日本お客さまセンター
　　　　　　　�0570-024-024

�������	
��

�

　��������	
��
����������
��
�������	
��
����

�����６月21日（火）～７月31日（日）
�����県庁行政情報センター、各合同庁舎行政情報サブ
　　　　　センター、県公式ホームページ
�����郵送：〒020-8570　岩手県復興局企画課あて
　　　　　ＦＡＸ：019-629-6944
　　　　　E-mail：AJ0002@pref.iwate.jp
�����お住まいの市町村名、住所を明記の上、提出くだ
　　　　　さい。
�������県復興局企画課　�019-629-5886

�������	
��

�����①一般事務　②保育士・幼稚園教諭
�����①②とも若干名
�����８月１日（月）～18日（木）
　　　　　８：30～17：15（土、日曜日を除く）
　　　　　※郵送の場合は８月18日（木）17：00必着
�����９月18日（日）10：00～（受け付け９：00～）
�����一関学院高等学校
�����教養試験、作文試験、職場適応性試験
　　　　　※後日、第１次試験合格者について人物試験
　　　　　　と身体検査を行います。
�����������高等学校卒業以上の学力を有す
　　　　　　る人（平成24年３月31日までに卒業見込み
　　　　　　含む。大学卒も可）で、昭和61年４月２日
　　　　　　以降出生の人
　　　　　�������	
��保育士、幼稚園教諭
　　　　　　の資格を有する人（平成24年３月31日まで
　　　　　　に取得見込み含む）で、昭和56年４月２日
　　　　　　以降出生の人
�����　受験案内や申込用紙は役場総務企画課で交
　　　　　付します。申込用紙を郵便で請求する場合は、
　　　　　封筒の表面に「一般事務」または「保育士・幼稚
　　　　　園教諭」と朱書し、必ず返信用封筒（縦23.5�
　　　　　×横12�のものに90円切手をはり、あて先と
　　　　　郵便番号を明記したもの）を同封してください。
�������総務企画課　�46-5578

���������
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戸籍 窓の
（５／21～６／20届出分）

��������	
��

　岩手県一関地域産業保健センターでは、50人未満の小規模
事業所で働く事業主や労働者を対象に、産業医が検診結果事
後指導や労働者の心と体の相談などに応じています。

�������������

一関市医師会
（一関市大手町3-40岩手日報ビル５階）

13：00～15：00������

13：00～15：00������

13：00～15：00������

�������岩手県一関地域産業保健センター
　　　　　　　�23-5110、�23-9955

※電話・ＦＡＸでも相談に応じています。

�����９：00～17：00
※当番医は変更になる場合があります。あらかじめ当番医、
　または一関西消防署（�25-0119）に確認してください。

�������	

�����������

中里クリニック
�32-5888

氷室内科医院
�23-3185�����

そばた脳神経クリニック
�21-1175

西城病院
�23-3636������

かげやまクリニック
�26-1026

小野寺内科循環器科
�23-5600������

岩�外科医院
�26-2488

阿部内科クリニック
�23-2918������

菅原整形外科クリニック
�23-0501

菅原内科循環器科医院（花泉町）
�82-5528������

岩手クリニック一関
�21-5111

桂島医院
�21-8883������

� � � ���� � � ���

菅原内科循環器科医院（花泉町）
�82-5528

���
���

桂島医院
�21-8883

��
���

ひらいずみ内科クリニック
�34-1133

���
���

佐藤胃腸科内科医院
�23-9678

��
���

阿部内科クリニック
�23-2918

���
���

西城医院（舞川）
�28-2393

��
���

一関中央クリニック
�21-1222

���
���

木村消化器内科
�21-1311

��
���

及川内科胃腸科クリニック
�31-3131

���
���

寺崎内科胃腸科医院
�23-6211

��
���

かとうこどもクリニック
�33-2211

���
���

袋医院（花泉町）
�82-3316

��
���

いとう脳神経内科
�21-8200

���
���

さとう小児科医院
�23-4020

���
���

小野寺内科循環器科
�23-5600

���
���

誠信堂医院小児科（花泉町）
�82-3434

���
���

佐藤胃腸科内科医院
�23-9678

���
���

氷室内科医院
�23-3185

���
���

桂島医院
�21-8883

���
���

中野内科循環器科クリニック
�33-2311

���
���

�������	
��
���

�����18：00～20：00
※当番医は変更になる場合があります。あらかじめ当番医、
　または一関西消防署（�25-0119）に確認してください。
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����７月27日（水）13：00～16：00 （受付12：30～）
����一関文化センター
����福祉の職場に就職を希望する人や関心がある人
　　　　（直接会場にお越しください。参加無料）
�������岩手県社会福祉協議会　�019-637-4522

�������	
��
�������

�������	�
��
�

●町へ
　《災害義援金》
　藤　原　ひろみさん（釧路市）………………5,000円
　全国町村会……………………………………30,000円
　北海道東北六県町村会協議会………………10,000円
　（農）アグリ平泉 …………………………… 200,000円
　平泉国際交流協会……………………………28,100円
　義援金口座への振り込みなど（３件）…… 111,000円
　《世界遺産推進基金》
　小岩井乳業 ……………………………… 1,056,319円
●町社会福祉協議会へ
　よりえぁの会　民家 ………………………… 5,000円
　小　山　哲　子さん（日照田）……………50,000円

������

���10：00～15：00　　���一関市役所本庁
�������	
�一関市役所生活環境課　�21-2111

����������������������������

７／29
　（金）

千田功平�����

６／24
　（金）

千田功平�����

―休会―������山�正敏������

小原恒之������小原恒之������

熊本賢吾������熊本賢吾������
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　「社会を明るくする運動」は、すべての国民が、犯罪や
非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深
め、それぞれの立場で力を合わせ、犯罪や非行のない明る
い社会を築こうとする全国的な運動です。
　だれもが安全に安心して暮らせるよう、地域の連帯や家
族のきずなを深め、明るい環境づくりに努めましょう。

�������	
��
��　平成23年７月１日発行��������　〒029-4192　岩手県西磐井郡平泉町平泉字志羅山45-2������������������������	
�
�������	
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�������	
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������������������������ !"#��$

26（５月中）��4,064（－２人）�

16（５月中）��4,358（＋２人）�

２（５月中）��8,422（±０人）��

12（５月中）��2,606（－２世帯）��

※（　）内は前月からの増減

６月１日現在�����

金22
町内８：30～14：00わんぱく塾土23
町公民館９：30～11：30やさしいパソコン教室
保健センター９：30～11：00結核・肺がん・大腸がん検診（全地区）日24
保健センター10：00～11：00ニギニギ広場月25
　　　〃10：00～11：30介護予防ボランティア養成講座
保健センター９：30～11：30感想画教室火26
文化遺産センター10：00～11：30東夷大学
保健センター13：30～15：00元気おたっしゃ倶楽部
保健センター９：30～11：30感想画教室水27
保健センター10：00～12：00ピヨピヨ広場・ピヨピヨ相談
福祉活動センター　　  〃社協成年後見相談
長島公民館13：30～15：00コツ骨貯筋教室
町公民館９：30～11：30パソコンキッズスクール木28
長島公民館10：00～11：30束稲大学
町公民館９：30～11：30パソコンキッズスクール金29
町公民館13：30～15：00ボランティア養成講座
木工芸館「遊鵬」18：30～20：00星空観察会
町公民館９：30～11：30やさしいパソコン教室土30

日31

町公民館９：30～11：30パソコンキッズスクール月１
長島公民館６：30～９：00胃がん検診、肝・胆・腎超音波検診火２
志羅山児童館10：00～11：30のびのび広場
長島公民館６：30～９：00胃がん検診、肝・胆・腎超音波検診水３
保健センター６：30～９：00胃がん検診、肝・胆・腎超音波検診木４
長島公民館10：00～16：00子ども映画会
保健センター６：30～９：00胃がん検診、肝・胆・腎超音波検診金５
福祉活動センター10：00～11：30さくらの会（平泉地区）

��

場　　　所時　　間主な行事曜日
福祉活動センター10：00～11：30さくらの会（平泉地区）金１
20区コミセン10：00～20区健康教室
保健センター13：30～15：00ぽっかぽか設立講演会土２
平泉駅前18:00～世界遺産登録町民報告会

日３
保健センター13：00～15：00元気おたっしゃ倶楽部月４
一関市勤労青少年ホーム13：30～16：00フリースペースひだまり
大佐公民館９：30～11：00８区健康教室火５
志羅山児童館10：00～11：30のびのび広場
二葉きらり園９：45～二葉きらり園歯科指導水６
保健センター10：00～11：30介護予防ボランティア養成講座
福祉活動センター10：00～12：00社協ふくし相談
長島公民館19：00～20：30太鼓＆お囃子教室
町公民館９：30～11：30シニアパソコン教室木７
保健センター10：00～11：30脱！メタボクラブ
長島保育所９：00～長島保育所歯科指導金８
　　　〃９：45～10：15長島幼児学級
町公民館９：30～12：00親子ふれあい教室土９
　　　〃９：30～11：30やさしいパソコン教室
町内９：00～15：00移動女性学級日10
16区公民館10：00～12：0016区健康教室
16区公民館10：00～11：3016区ニコニコクラブ月11
福祉活動センター10：00～12：00社協法律相談（要予約）火12
保健センター９：00～言語相談（要予約）水13
福祉活動センター10：00～12：00社協ふくし相談
下達谷公民館10：00～13：00５区健康教室
保健センター13：30～15：00元気おたっしゃ倶楽部
保健センター12：50～13：00乳幼児健診木14
潤いの郷悠悠10：00～19区健康教室金15
長島公民館10：00～11：30さくらの会（長島地区）
福祉活動センター10：00～12：00社協障害者相談
保健センター13：30～15：00コツ骨貯筋教室
町公民館９：30～11：30やさしいパソコン教室土16
17区公民館10：00～17区健康教室
町立図書館　　  〃おはなし会

日17
月18

志羅山児童館10：00～11：30のびのびクラブ火19
保健センター10：00～12：00ふれあい会
福祉活動センター10：00～12：00社協ふくし相談水20
長部地区交流センター10：00～13：0015区健康教室
町公民館19：00～20：30かるた教室
長島公民館９：30～12：00男の介護予防教室木21
千厩保健センター13：30～15：30こころの健康相談（要予約）
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�����役場総務企画課
�����平日　８：30～17：00
　　※７月中の毎週月曜日は、19：00まで受け付けします。
������運転免許証や健康保険証、パスポートのいずれ
　　　　　　かと印鑑
�������総務企画課　�46-5578
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